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『ストーリー形式で楽しく学ぶ
経理部員一年の仕事』

（日本経済新聞出版社刊／本体1，500円＋税）
経済・金融・経営評論家
日本CFO協会最高顧問

前金融監督庁顧問
金児　昭

新日本有限責任監査法人編

本書は，大手監査法人に所属し，上場会社

等の会計監査で経理実務を肌で感じている若

手会計士諸君の視点から，会計監査の現場で

直面する経理実務に焦点を当てて，経理担当

者が１年間に行う経理実務をわかりやすく紹

介している。

本書は５章から構成され，日常業務，仕訳業

務，決算業務，開示業務，監査対応業務などが

主な内容で，各章でまずストーリー形式によ

り経理実務の１年間の流れをつかみ，Q&A

形式でストーリーに出てきた用語や経理実務

でよく疑問に思う点について解説している。

ストーリーは，会計士諸君が執筆したとは

思えないほど読みやすく，内容も小説のよう

に構成がしっかりしており楽しんで一気に読

めた。経理部を舞台にしたストーリーは珍し

く，経理に携わる者はもちろんのこと，ビジ

ネスパーソンの皆さんが楽しく読めて，しか

も経理知識の基礎がしっかり頭に入る内容と

なっている。

また，Q&Aは目次を見ると「会社で使う

印鑑の違い」や「なぜ，とてつもなく早く決

算発表できる会社があるのか」，「株主総会の

開催前になると経理部員が忙しくなる理由」

など興味を引くものが多い。

私は，“日本の「経理・財務」の実務” を

啓蒙普及させるための活動をしている。まえ

がきに，「本書は，経理業務を担当されてい

る方，経理実務に興味がある方，公認会計士

等の職業専門家あるいは職業専門家を目指し

ている方など幅広い読者向けに，経理の基礎

知識について分かりやすく，実践的に執筆し

たものです。」とあるが，「経理・財務」の実

務は経理部のみならず企業活動に携わる者す

べてが，その基礎を頭に入れる必要があると

考えている。本書は内容が小説のようにしっ

かりしていて楽しく学べるので，経理部員に

とどまらず製造・販売・研究・ITなどに従

事する方にも是非読んでいただきたい。

仕訳を含む会計処理や業務プロセスの解説

は，他の専門書に委ねて，本書の特徴は，あ

くまで経理の仕事に携わったら知っておきた

い主な経理実務について，やさしく学ぶこと

に力を入れているところである。

一つだけ注文をつけると，拙著「ビジネス・

ゼミナール会社「経理・財務」入門」（日本経済新

聞出版社）と異なり，財務会計の解説の比重が

高く，管理会計の部分の解説が少ないものの，監

査法人が，一般の読者層に語りかけるという

新たな試みをしたところを大きく評価する。

「経理・財務」は生き物であり，日々変化

していく。変化にキャッチアップするべく本

書改訂されることや管理会計をテーマにした

続編を期待している。 


